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硅砂採掘事業

シリーズ第 6回

ケアンズ

　三菱商事グループが世界中で取り組む事業とそこで奮闘する社員を紹介するシリーズ。第６回はオースト

ラリア北部でガラスなどの原料となる硅砂（けいしゃ）を採掘しているケープフラッタリー・シリカ鉱山社

（CFSM）にスポットを当てる。三菱商事の100％子会社の社長として赴任から約１年、世界屈指の品質と埋

蔵量を誇るCFSM の新たな需要への対応と、地域への貢献に情熱を燃やす中谷太郎の挑戦を取材した。

世界で高まる硅砂需要に対応
自然との共生と地域貢献目指す

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
北
部
、
ケ
ア
ン

ズ
市
か
ら
さ
ら
に
２
２
０
㌔
北
に
位
置

す
る
フ
ラ
ッ
タ
リ
ー
岬
。
こ
こ
一
帯
に

広
が
る
白
い
大
地
が
、
ケ
ー
プ
フ
ラ
ッ

タ
リ
ー
・
シ
リ
カ
鉱
山
だ
。
こ
の
鉱
山

か
ら
三
菱
商
事
が
日
本
へ
の
硅
砂
の
輸

入
を
開
始
し
た
の
が
１
９
６
８
年
。
77

年
に
同
社
を
買
収
し
て
、
80
年
代
後
半

に
は
専
用
の
桟
橋
と
出
荷
設
備
を
設
置

し
た
。
以
来
、
三
菱
商
事
の
持
つ
物
流
・

販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
採
掘
、

精
製
か
ら
輸
送
、
販
売
に
至
る
一
気
通

貫
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
。
年

間
約
3
0
0
万
㌧
の
硅
砂
を
、
日
本
を

は
じ
め
、
ア
ジ
ア
各
国
に
輸
出
し
て
い

る
。

　

C
F
S
M
に
２
０
１
９
年
５
月
、
社

長
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
中
谷
だ
。
三

菱
商
事
入
社
か
ら
二
十
数
年
、
主
に
コ
ー

ヒ
ー
事
業
や
投
資
業
務
を
担
当
。
中
谷

に
と
っ
て
は
未
知
の
分
野
だ
っ
た
が
、

鉱
山
の
写
真
や
動
画
を
見
る
う
ち
、
採

掘
か
ら
精
製
、
船
積
み
ま
で
、
壮
大
な

事
業
ス
ケ
ー
ル
に
目
が
く
ぎ
付
け
に
。

不
安
は
や
が
て
ワ
ク
ワ
ク
感
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
。

　
「
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
な
る
硅
砂
は
日
常

生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
三
菱
商
事
に
と
っ

て
も
大
切
な
商
材
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
て
自
分

に
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
」

　

着
任
以
来
、
ケ
ア
ン
ズ
の

オ
フ
ィ
ス
と
鉱
山
の
現
場
を

飛
行
機
で
行
き
来
し
な
が
ら

多
忙
な
毎
日
を
過
ご
す
中
谷
。

自
身
を
「
な
ん
で
も
屋
」
と

呼
ぶ
よ
う
に
、
社
長
と
し
て

こ
な
す
べ
き
業
務
は
多
い
。

中
で
も
注
力
し
て
い
る
の
は
、

長
期
生
産
計
画
の
策
定
だ
。

長
期
的
な
増
産
に
向
け
た
採

　
採
掘
か
ら
輸
送
、
販
売
に
至
る

　
一
気
通
貫
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築

　

自
動
車
用
ガ
ラ
ス
や
建
築
資
材
な
ど

様
々
な
製
品
に
使
用
さ
れ
る
硅
砂
。
最

近
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
も
用
い
ら
れ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
注
目
が
高

ま
る
中
、
需
要
の
伸
び
は
急
ピ
ッ
チ
だ
。

と
り
わ
け
C
F
S
M
の
硅
砂
は
良
質
な

こ
と
で
知
ら
れ
、
世
界
に
誇
る
硅
砂
の

安
定
供
給
拠
点
と
し
て
、
そ
の
存
在
感

は
他
を
凌
駕
（
り
ょ
う
が
）
す
る
。

　
「
世
界
最
大
級
で
、
か
つ
品
質
の
高
い

鉱
山
と
、
三
菱
商
事
の
持
つ
物
流
・
販

売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
こ
の
２
つ
を
円
滑

に
機
能
さ
せ
る
こ
と
で
三
菱
商
事
の
硅

砂
事
業
の
強
み
が
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
。
そ
の
た
め
に
は
本
社
と
の
密
な
連

携
が
欠
か
せ
な
い
。
生
産
現
場
の
ト
ッ

プ
と
し
て
そ
の
橋
渡
し
役
を
果
た
す
こ

と
も
重
要
な
任
務
」
と
話
す
中
谷
。
本

社
と
は
テ
レ
ビ
電
話
会
議
や
出
張
を
通

じ
て
、
常
日
ご
ろ
か
ら
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
に
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　

鉱
山
を
運
営
す
る
上
で
自
然
環
境
の

保
全
に
努
め
る
こ
と
も
重
要
な
経
営

テ
ー
マ
だ
。「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
厳

し
い
環
境
基
準
を
守
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

精
製
時
に
使
用
し
た
水
の
再
利
用
な
ど

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と

中
谷
。
現
在
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
よ
る
自

家
発
電
の
一
部
を
風
力
に
置
き
換
え
、

化
石
燃
料
の
消
費
を
抑
え
る
こ
と
も
検

討
中
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
中
谷
が
情
熱
を
傾
け
て
い

る
の
が
地
域
と
の
共
生
。
先
住
民
を
従

業
員
と
し
て
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
る

ほ
か
、
地
域
へ
の
寄
付
や
職
業
訓
練
の

費
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
っ
た
地
道

■
取
材
を
終
え
て

　

降
り
や
ま
な
い
ス
コ
ー
ル
の

合
間
を
見
て
小
型
機
で
ケ
ア
ン

ズ
を
飛
び
立
ち
約
１
時
間
、
ケ
ー

プ
フ
ラ
ッ
タ
リ
ー
へ
。
頻
繁
に
行

き
来
す
る
中
谷
さ
ん
と
現
場
で

働
く
人
た
ち
と
は
フ
ァ
ー
ス
ト

ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
仲
だ
。
採
掘

現
場
こ
そ
硅
砂
の
白
と
青
空
の

対
比
が
印
象
的
だ
が
、
周
囲
は
緑

地
が
広
が
り
環
境
へ
の
配
慮
を

実
感
す
る
。
こ
こ
か
ら
世
界
に
送

ら
れ
る
高
品
質
な
硅
砂
は
生
活

に
欠
か
せ
な
い
多
彩
な
製
品
に

変
わ
る
。
桟
橋
へ
続
く
長
い
コ
ン

ベ
ヤ
ー
の
先
に
多
く
の
笑
顔
が

見
え
る
気
が
し
た
。

　
高
純
度
の
品
質
と
豊
富
な
埋
蔵
量

　
世
界
に
誇
る
硅
砂
の
安
定
供
給
拠
点
に

な
活
動
に
も
余
念
が
な
い
。

　
「
こ
の
地
域
は
、
主
だ
っ
た
産
業
が

な
い
。
事
業
の
発
展
を
通
じ
て
、
地
域

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」
と
常
に
語
る
。

そ
の
言
葉
に
は
、
硅
砂
が
生
み
出
す
様
々

な
製
品
を
通
じ
て
世
界
の
一
人
ひ
と
り

の
生
活
の
質
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

掘
計
画
を
策
定
し
、
環
境
許
認
可
の
取

得
や
生
産
効
率
化
に
つ
な
が
る
設
備
投

資
を
実
行
し
て
き
た
。

　

も
う
一
つ
が
人
員
体
制
の
整
備
。
特

に
従
業
員
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
の
意
識
改
革
に
取
り
組

ん
だ
。
社
員
へ
の
意
識
調
査
で
現
場
の

意
見
が
な
か
な
か
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
見
つ
け
れ
ば
、
現

場
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
よ
う
な
改
善

策
を
考
え
、
直
ち
に
実
行
に
移
し
た
。

　

赴
任
後
す
ぐ
に
こ
う
し
た
迅
速
な
対

応
が
で
き
た
の
は
、
他
の
出
資
企
業
の

い
な
い
三
菱
商
事
が
１
０
０
％
出
資
し

て
い
る
鉱
山
会
社
で
あ
る
こ
と
も
大
き

い
。「
自
分
た
ち
の
創
意
工
夫
で
会
社
を

主
体
的
に
リ
ー
ド
で
き
る
。
責
任
が
重

い
分
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
中
谷

は
目
を
輝
か
す
。


